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研究 目的 ・内容

地質分野の デー タは、大 量であ ること、定 量デ ー タだ けでな く定性 デー タがあ ること、 時間軸 を

加 えた時'lam["_間分布を して いること、等の特徴があ り、解析お よび集積 にあたって一一一般 的なデー タ処

理法で は対応で きない面が 多い。 各種の デー タを用 いて実際 に解析 ・集積 を行 うことによ り、地 質

分野 の特性を明 らか にす ることを 目的 とす る。その中で、地質機運の構築の ためのル ールについて

も検証す る。

2.研 究方法 ・計算方法

地質分野の 多様な デー タにっ いて デー タベ ース化 して統計解析お よび シ ミュ レー ションを行 う。

デー タは本人が直接採取 した ものだ けで な く、共同研究 者によって採取 され た もの、学会誌 に公表

された もの、 デー タベースに収納 されて いる もの、等 も使用す る。他者の デー タにつ いて はデー タ

ベース化 に先t_/jって信頼性の検証お よび正規化な どの手続 きを行 う。 デー タ処理 を中心 とす るが、

処理手法 の開発 および処理 プロセスの システム化 も検討す る。

3.研 究成果

本年度 は岩石学分類体系の地質科学 にお ける意義付 けにつ いての研究 を進 めるとと もに、岩石学

分類体系 の構築 ・改訂 のプロセスにお いて地球倫理学的視点 を持っ ことが重 要で あることを明 らか

に した。 その成果 を国際学 会で発表 して討論 した。後 者にっ いては単なるケー ススタデ ィか ら構築 ・

改訂プ ロセ スの システム化へ と発展 させ るべ く研究 を進 めて いる。
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